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チリChuquicamata製錬所銅アノードキャスティング風

景：Chuquicamata鉱山に付属する製錬所では，自溶炉
とテニエンテ炉と呼ばれるチリで開発された炉で銅鉱
石を溶解し，銅マットとスラグに分離，更に転炉で硫黄
と酸素を除去し，銅含有量99.5％の溶融した銅（温度約
1,200℃）がアノード炉からアノード型枠に自動的に流し込
まれる（写真）．このアノードを電気分解して純度99.99％
の銅地金が作られる．チリChuquicamata製錬所では年
間855千トンの銅地金が生産されている．この量は我国
の銅消費のほぼ2/3に相当する．

（写真と文：石油天然ガス・金属鉱物資源機構サンティ
アゴ事務所　中山　健）
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